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玉
井
清
先
生
は
、
本
年
三
月
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
る
。
先
生
は
法
学
部
教
授
中
村
勝
範
先
生
の
下
で
学
ば
れ
、
一
九
九
〇
年
四
月

に
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師
に
就
任
さ
れ
た
。
以
後
、
一
九
九
三
年
に
助
教
授
、
一
九
九
八
年
に
は
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。

慶
應
に
お
い
て
は
三
四
年
も
の
長
期
に
わ
た
り
、
教
鞭
を
と
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
二
年

に
か
け
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
も
留
学
さ
れ
、
見
聞
を
広
め
ら

れ
た
。
法
学
博
士
号
は
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
一
九
八
九
年
に
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　

先
生
の
ご
専
門
は
近
代
日
本
政
治
史
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
多
方
面
か
ら
数
多
く
の
業
績
を
発
表
さ
れ
て
き
た
。
大
き
く
分
け
る

と
、
先
生
の
第
一
の
テ
ー
マ
は
、
大
正
期
の
立
憲
政
友
会
、
特
に
原
敬
の
政
治
指
導
の
ご
研
究
で
あ
っ
た
。
原
の
優
れ
た
指
導
力
に

よ
り
政
友
会
が
日
本
政
治
の
中
枢
に
な
っ
て
い
く
様
は
、
先
生
の
一
連
の
業
績
に
よ
っ
て
見
事
に
解
明
さ
れ
た
。
先
生
の
政
友
会
研

究
は
、
初
の
単
著
で
あ
る
『
原
敬
と
立
憲
政
友
会
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
と
し
て
結
実
し
、
政
友
会
研
究
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
読
み
継
が
れ
て
い
る
。

　

第
二
の
テ
ー
マ
は
、
普
通
選
挙
導
入
期
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
に
関
す
る
ご
研
究
で
あ
る
。
こ
の
研
究
を
開
始
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、

慶
應
義
塾
大
学
旧
図
書
館
に
無
造
作
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
選
挙
ポ
ス
タ
ー
集
（
当
時
の
ポ
ス
タ
ー
の
現
物
を
貼
付
し
た
も
の
）
を
偶
然

発
見
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
。
先
生
は
こ
の
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
る
と
と
も
に
、
系
統
的
な
整
理
を
行
い

な
が
ら
論
文
を
発
表
さ
れ
、
最
終
的
に
は
『
第
一
回
普
選
と
選
挙
ポ
ス
タ
ー
―
―
昭
和
初
頭
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
研
究
』（
慶
應

義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
先
生
は
ご
退
職
に
あ
た
り
、
慶
應
の
財
産
と
も
い
う
べ
き
こ
の
ポ
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ス
タ
ー
集
の
情
報
を
整
理
さ
れ
、
目
録
を
『
法
学
研
究
』
に
投
稿
さ
れ
た
。
先
生
の
義
塾
と
学
問
へ
の
貢
献
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

　

第
三
の
テ
ー
マ
は
、
太
平
洋
戦
争
中
の
政
府
宣
伝
、
日
本
人
の
心
理
、
国
民
生
活
に
迫
っ
た
ご
研
究
で
あ
る
。
先
生
は
ア
メ
リ
カ

か
ら
帰
国
さ
れ
た
頃
か
ら
、
門
下
の
院
生
と
『
写
真
週
報
』（
戦
争
中
の
政
府
広
報
誌
）
の
共
同
研
究
を
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
は
、

玉
井
清
編
著
『
戦
時
日
本
の
国
民
意
識
―
―
国
策
グ
ラ
フ
誌
『
写
真
週
報
』
と
そ
の
時
代
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）

と
し
て
刊
行
さ
れ
、
そ
の
増
補
改
訂
版
も
二
〇
一
七
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
先
生
は
こ
の
研
究
を
き
っ
か
け
に
、
戦
争
中
の
世
論

や
文
壇
の
動
員
等
を
扱
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
を
次
々
と
発
表
さ
れ
、
近
く
こ
れ
ら
の
論
考
を
も
と
に
単
著
が
刊
行
さ
れ
る
と
い
う
。

そ
の
刊
行
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

教
育
面
で
も
、
先
生
は
本
当
に
熱
心
な
教
育
者
で
あ
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
ゼ
ミ
で
の
教
育
で
は
、
ゼ
ミ
開
設
以
来
、「
日
本
の

政
治
危
機
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
を
題
材
と
し
た
『
資
料
集
』
を
毎
年
刊
行
さ
れ
、
計
二
七
号
に
及
ん
だ
。
こ
の
資
料
集
は
、「
国
際

連
盟
脱
退
」
等
の
ト
ピ
ッ
ク
を
毎
年
設
定
し
、
当
時
の
新
聞
報
道
を
徹
底
的
に
収
集
、
分
析
を
行
っ
た
も
の
で
、
門
下
生
で
あ
っ
た

奥
健
太
郎
教
授
に
よ
る
と
、
玉
井
ゼ
ミ
で
は
、
こ
の
資
料
集
を
作
成
す
る
た
め
、
毎
年
三
、
四
泊
の
夏
合
宿
を
行
い
、
当
時
の
新
聞

を
先
生
、
院
生
、
学
部
生
全
員
で
読
み
込
み
、
猛
勉
強
を
重
ね
た
と
い
う
。
さ
ら
に
学
生
が
書
い
た
原
稿
に
は
、
先
生
手
ず
か
ら
紙

が
真
っ
赤
に
な
る
ま
で
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ご
指
導
の
賜
物
と
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
資
料
集

は
内
外
の
評
価
も
高
く
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
台
湾
の
中
央
研
究
院
な
ど
に
も
定
期
購
読
を
頂
い
た
。
一
方
、

濃
厚
な
ゼ
ミ
生
活
を
送
っ
た
玉
井
ゼ
ミ
の
卒
業
生
は
、
卒
業
後
も
結
束
力
が
強
く
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
も
毎
年
盛
況
と
伺
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
先
生
は
ゼ
ミ
以
外
の
授
業
に
も
熱
意
と
ユ
ー
モ
ア
を
も
っ
て
取
り
組
ま
れ
、
通
学
の
学
部
生
・
大
学
院
生
ば
か
り
か
通
信

教
育
部
の
多
く
の
学
生
か
ら
も
慕
わ
れ
て
き
た
。

　

ま
た
、
先
生
は
多
く
の
学
内
業
務
も
担
わ
れ
、
法
学
部
お
よ
び
義
塾
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
。
主
な
役
職
だ
け
で
も
大
学
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通
信
教
育
副
部
長
（
一
九
九
八
年
―
一
九
九
九
年
）、
大
学
法
学
部
学
習
指
導
主
任
（
二
〇
〇
五
年
―
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
一
三
年
―
二
〇

一
五
年
）、
大
学
院
法
学
研
究
科
学
習
指
導
委
員
（
二
〇
〇
七
年
―
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
五
年
―
二
〇
二
三
年
）、
大
学
法
学
部
長
補
佐

（
二
〇
一
九
年
―
二
〇
二
三
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
法
学
部
常
任
委
員
も
何
年
に
も
わ
た
っ
て
務
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
重

責
を
伴
う
役
職
で
あ
り
、
過
去
の
記
憶
と
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
両
方
が
求
め
ら
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
先
生

は
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
メ
モ
リ
ー
と
し
て
も
ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ン
と
し
て
も
余
人
を
も
っ
て
代
え
ら
れ
な
い
存
在
で
あ
ら

れ
る
こ
と
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
私
が
学
部
長
に
就
任
し
て
か
ら
も
様
々
な
局
面
に
お
い
て
（
特
に
難
題
に
直
面
し
た

際
に
）
多
大
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
、
先
生
の
豊
富
な
知
識
と
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
、
そ
し
て
そ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
し
て
穏
や
か
な

お
人
柄
に
何
度
も
救
わ
れ
た
。
誠
に
感
謝
の
念
に
堪
え
な
い
。

　

学
外
で
は
、
日
本
選
挙
学
会
、
日
本
法
政
学
会
、
日
本
政
治
学
会
で
長
く
活
躍
さ
れ
、
理
事
や
編
集
委
員
長
等
の
要
職
を
お
務
め

に
な
ら
れ
た
。
最
近
で
は
、
太
平
洋
戦
争
中
の
国
民
生
活
や
世
相
を
扱
っ
た
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
等
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も
出
演

さ
れ
て
い
る
。
先
生
の
長
年
の
研
究
の
蓄
積
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
は
義
塾
に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
先
生
の
学
界
と
義
塾
・
法
学
部
へ
の
貢
献
は
は
か
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
先
生
の
ご
退
職
は
実
に
寂
し
い
。

し
か
し
、
先
生
は
旺
盛
に
ご
研
究
を
続
け
ら
れ
、
多
く
の
論
文
を
今
後
も
執
筆
さ
れ
る
と
拝
察
す
る
。
先
生
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

と
ご
健
康
を
心
か
ら
祈
念
し
つ
つ
、
本
号
を
捧
げ
た
い
。

　
　

二
〇
二
四
年
一
月

�

法
学
部
長　

堤　

林　
　

剣　
　


